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第1回「子どもの権利条約フォーラム2021 ｉｎ かわさき」準備委員会報告

子どもの権利条約フォーラム2021 in かわさき

第２回 準備委員会のお知らせ

●日時 2020年1２月６日（日）
午前１０時～１２時

●会場 川崎市子ども夢パーク
多目的ホール

●申込 下記HPやメールなどから
１２月５日までにお申し込み
ください。

かわさき子どもの権利フォーラム （Kfrc)
HP       http://kawasakifrc.ict-jig.com
E-mail kawasakifrc@gmail.com
☎ 080-3471-6448

オンライン参加希望の方は、申し込み時にメールアドレ
スと携帯電話番号をご記入ください。

第1回の準備委員会の参加者は、現地参加者23名、オンライン参加は、2名と1団体です。1団体とは、
中原区の子ども会議・たんぽぽちゃの皆さんです。たんぽぽちゃからは、夢パークの現地会場に2名の子
ども委員も参加してくださいました。
当日は、喜多先生から今まで行われてきた「子どもの権利条約フォーラム」の各地の様子や、子ども実

行委員の具体的な話などをお聞きしました。その後の自由討議では、子どもの権利と義務論についての見
解や自分の所属する団体とどのように関連して参加できるかなどのことについて意見交換しました。一番
多くの時間を費やしたのは、来年の「子ども参加」の在り方にかかわる議論です。
●「再び！！」に違和感。条例策定時の盛り上がりもあったと思うが、その後活動してきた子どもはつら
いので、未来志向でこのフォーラムがきっかけで相乗効果が生まれるといいと感じている。現在活動し
ている、市・区・中学校区の子ども会議・ボーイガールスカウト（青少年育成連盟）などにも参加して
ほしい。

●フォーラムの目的がわからない。子どもを呼んで、意見聞いて満足してるのではないかと感じている。
フォーラムを経てどのような効果が生まれるのかがイメージがわからない。

●子どもの意見表明といっても、学校や親の悪口を言わないと
いう約束を先生としたうえでの意見表明では何も生まれてこない。
これを機会に子ども参加の在り方をおとなが考えたい。

●発達障がいのある子どもたちも参加しやすい形を考えたい。
●子どもの権利を守るために子どもの参加活動を支援してきたが、
切り口を変えておとなの意識を変えるような企画が必要ではないか。

●子ども会議の募集をしても、子ども会議の目的がわかりずらかった。目的を
具体的にすれば集まりやすいのではないか。『フォーラムを子どもたちで作ろう！』となればどうか。
活発な意見が飛び交う2時間半の会になりました。たくさんのご意見をまとめきれないまま、次回12月

6日の第2回準備委員会になだれ込むことになりました。1回目に参加できなかった方も、ぜひ、下記より
お申し込みいただき、一緒に「子どもの権利条約フォーラム2021」を創りましょう！！

音楽でも啓発活動

① ちがいが豊かさとして響きあう

② 川崎シビックプライド（YouTube）
https://youtu.be/ygp_a6HFgsc

準備委員会に参加されている「オープン川崎」の
山田さんと、溝ノ口劇場で高校生・大学生を中心に
活動されているミュージカル団体「MPinK」、「川崎
市」の３者がタッグを組んで制作した動画です。「日
本初の子どもの権利条例」という歌詞や夢パークの
写真なども出ています。

12月1日午後5時20分から 川崎ＦＭ
（７９.１ＭHz）で曲のできた経緯や12月12日
多摩市民館で行われる子どもの権利の日
の講演会の広報を行います。時間の許す
方は、ぜひお聞きください。
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